


















現行の中学校における保健体育授業は、50分間を 1 時間の単位として 1 週間に 3 回行い、週 3 回を35時
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Ⅱ.方法
1.対象 
















　また、体育授業時間に対する各歩数計値（歩/分）の割合（％）は、 0 歩/分、 1 ～ 49歩/分、50 ～ 89
歩/分、90 ～ 119歩/分、120 ～ 200歩/分の 5 段階とした。また、各歩数計値（歩/分）の歩数（歩）は、 1
～ 49歩/分、50 ～ 89歩/分、90 ～ 119歩/分、120 ～ 200歩/分の 4 段階に区分した。それぞれ演算処理
後、活動パターンの分析をした。
　歩数計値（歩/分）の表す主な活動内容は、次のようである。0歩/分のときは、静止している状態などを
表す。1 ～ 49歩/分のときは、主に、立ったり座ったりする活動などを表す。50 ～ 89歩/分は歩く動作が
含まれる活動と考えられる。90 ～ 119歩/分は、歩いたり、走ったりする活動などが含まれる。120 ～ 200
歩/分は、ゲームなどで素早く動くプレーをしたり、走ったりする活動などが含まれると推察される。90
歩/分が約 3 メッツ、120歩/分が約4.3メッツの運動強度に相当する 8）。
3 ）歩数計値（歩/分）を基にしたデータからの心拍数とエネルギー消費量の推定法
　星川・森による 7）､ 歩数計値（歩/分）（X1）から、心拍数（Y1）を推定する式、Y1 = 0.389X1 + 97.7を用
いて、心拍数を推定した。
　また、同様 7）にして、歩数計値（歩/分）（X2）から分当り酸素摂取量（Y2）を推定する式、Y2 = 0.0056X2 

































































や運動をしていた内容となる。立ったり、座ったりする活動の 1 ～ 49歩/分は、16.1（±7.3）％（8.1分間）
であった。歩く活動などの50 ～ 89歩/分は18.6（±8.9）％（9.3分間）であり、速歩き程度の活動となる90










累積歩数からみた活動量は、 0 歩/分（r = - 0.535, p<0.05）、1 ～ 49歩/分（r = - 0.727, p<0.01）、50 ～ 89
歩/分（r = - 0.941, p<0.001）の活動強度別の割合（%）との間に、それぞれ統計的に有意な負の相関が認め
られ、90 ～ 119歩/分（r = 0.531, p<0.05）と120 ～ 200歩/分（r = 0.907, p<0.001）の活動強度別の割合
（%）との間には、それぞれ統計的に有意な正の相関が認められた。
　バスケットボール体育授業の累積歩数と活動強度別の割合（%）との間における重回帰分析をした。累
積歩数（歩）を目的変数（y）とした。歩数計値の各 4 段階の割合（％）を説明変数とした（ 1 ～ 49歩/分
（％）：x1、50 ～ 89歩/分（％）：x2、90 ～ 119歩/分（％）：x3、120 ～ 200歩/分（％）：x4）。その結果、
得られた重回帰式は、下記のとおりであった。 
　y = -108.7 + 13.2・x1 + 35.5・x2 + 54.5・x3 + 68.6・x4 、（r = 0.996, SEE: 99.0, p<0.001）
3.バスケットボール体育授業における活動量と活動強度別の歩数
1 ）バスケットボール体育授業における活動量と活動強度別の歩数（歩）
　図 5 は、体育授業における活動量と活動強度別の歩数を表したものである。歩数計値（歩/分）を 4 段
階の活動強度に区分し、各歩数計値（歩/分）の歩数（歩）を表した。図 5 の右側に学習者の歩数の平均と
その標準偏差を示した。歩数計値 1 ～ 49歩/分となる歩数は175（±96）歩、50 ～ 89歩/分が673（±296）
歩、90 ～ 119歩/分が1,276（±510）歩、120 ～ 200歩/分が1,898（±857）歩であった。 
図4　バスケットボール体育授業における累積歩数と活動強度別の割合（％）との関係
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2 ）バスケットボール体育授業における活動量と歩数による活動パターンの関係
　図 6 は、バスケットボール体育授業における活動量と活動強度別の歩数（歩）との関係を表したもので
ある。歩数計値（歩/分）を 4 段階の活動強度に区分し、活動強度別の歩数から活動パターンを表した。 
　体育授業時間における学習者の累積歩数からみた活動量と活動強度別の歩数（歩）との間には、次のよう
な相関関係があった。すなわち、バスケットボール体育授業時間における活動量は、 1 ～ 49歩/分の歩数
（r = - 0.831, p<0.001）と50 ～ 89歩/分の歩数（r = - 0.941, p<0.001）との間には、それぞれ統計的に有意




































よって90 ～ 119歩/分と120 ～ 200歩/分の両者の活動強度別の歩数は、体育授業の累積歩数との間にも
統計的に有意な高い相関が認められたといえる（r = 0.905, p<0.001）。各歩数計値（歩/分）の割合（％）か































































　 3 ）授業時間に対する各歩数計値（歩/分）の割合（％）は、平均で、0歩/分が12.9％、1 ～ 49歩/分が
16.1％、50 ～ 89歩/ 分が18.6％、90 ～ 119歩/分が24.2％、120 ～ 200歩/分が28.2％であった。 
　 4 ）体育授業時間における累積歩数からみた活動量と活動強度別の割合（%）との間には、0歩/分、1 ～
49歩/分、50 ～ 89歩/分では統計的に有意な負の相関が認められ、90 ～ 119歩/分、120 ～ 200歩
/では統計的に有意な正の相関がそれぞれ認められた。
　 5 ）体育授業の活動強度別の平均歩数は、歩数計値1 ～ 49歩/分が175歩、50 ～ 89歩/分が673歩、90
～ 119歩/分が1,276歩、120 ～ 200歩/分が1,898歩であった。
　 6 ）体育授業における活動量と活動強度別の歩数との間には、1 ～ 49歩/分と50 ～ 89歩/分では統計的
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